






研究目的 

心身障害児の発生を減らすためには周産期の適切な医療がきわめて重要である。最近 10

年ほどの新生児医療は著しい進歩をしめし,先進的な施設においては極小未熟児や重篤な

呼吸窮迫を伴った新生児についても後障害のない救命の可能性を大きくしてきた。しかし

高度の新生児医療の対象となるものは限られた特殊な症例だけではない。わが国の出生数

は年間 150万人に及び,分娩が多くの施設で日夜を問わず行なわれている以上,重大な合併

症を有する新生児が,いつどこで生まれるかわからない。その場合,いつでも必要な高度の

医療が受けられることがぜひ必要である。 

このような観点からすれば,新生児医療は個々の医療施設の医療内容の問題であるだけで

なく,地域全体として取り上げられなければならない。地域医療システムの確立が新生児医

療における急務であるのはこのためである。 

神奈川県では昭和 56年度から全県的な新生児医療システムを確立すべく検討中であるが,

その基礎となるハイリス児の取り扱いの現状を知る目的で本研究を行なった。 


